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はじめに
経済の高度成長以来の都市化傾向は21世紀にも
続き
，東京・大阪・名古屋の中心から50キロ圏に
日本人口の60％以上が住むようになると予測され
ている
。本研究においては，1)都市化が子どもの
社会認識形成にどのような影響を与えているのか
，
2)現在の社会科教育が｢都市化｣｢国際化｣という今
世紀の日本社会における急激な社会変化に対応で
きているのか
，の２点を分析視点に，｢未来予測｣
も組み込んで
，21世紀社会にふさわしい社会科の
教育目標及びカリキュラムを開発し提案する。
厂都市型社会｣における社会科教育を検討する必要
かおる。
1　21世紀の社会科教育１．現行社会科の問題点
学習指導要領による小学校社会科は
，地域学習
からスタ
トーし，市町村・都道府県・国・世界へ
と徐々に視野の拡大を図っている
。いわゆる｢同
心円的拡大｣のカリキュラムである
。　しかし，社
会科学習のスタ
トーにおいて扱われる地域には，
歴史の長短・産業の有無等，社会科の教材として
質的にも量的にも差かおる
。従って，地域の持つ
情報量及び質によって
，子どもの社会認識が規定
されてしまうということである
。
言い換えれば
，現在の小学校社会科は，家庭・
地域の教育力・情報量(質)を前提とする厂農村型
社会科｣だということである
。従来は，家庭の中
で生産と消費が目に見える形で行われていた
。し
かし
，現在のほとんどの家庭から生産は排除され，
消費も自動引き落としやサ
ビースの商品化等で目
に見えにくくなってきた
。また，地域は都市化・
核家族化の進展に伴い
，コミュニティの能力を低
下させている。とすれば，今日の社会状況である
２。都市化と社会科
日本の1995年における665市の合計
，つまり市
部の人口は9,801万人で
，都化率は78ユ％とな
る
。 1920年には工8.0%, 1950年には37.3％であっ
たので, 1995年までに日本の都市化は急速に進展したことが分かる１)Ｏ
(１)過密化による生活の個人化と社会依存
大量の人間か
一定の地域に密居するようになる
と
，｢‾人間関係の省略｣が避けられなくなくなる。
役割は
，地位にともなう権利と義務の朿である。
この地位は
，年齢，職業，性別などによって決ま
る
。だから，人々の役割は，次々に変化するのが
常である
。とくに子どもは，役割をつぎつぎに遂
行していくなかで
，自我を形成し，匚アイデンティ
ティ｣を確立し
，大人へと成長していくのである。
核家族は
，そうでなくてさえ，人間関係が少なく
なる集団である2)
。匚役割認識の不足｣は，匚個の
確立｣や匚家庭生活｣にとって重大な危機である
。
そして
，家庭において減少する役割を，それぞ
れ専門的な施設や機関がうけもつようになった
。
産業
，教育，娯楽，医療などが専門化し制度化し
たのである
。このように生活の個人化と社会依存
が
，相互に助長・促進し合っている。
(
２)核家族化と宗教意識の変化
核家族化は
，人々の宗教意識に大きな変化を及
ぼした
。わが国の匚先祖信仰｣に見られるように，
家はそのものの中に宗教性を有していたともいえ
る
。ところが，このような家の宗教性も，系譜的
な直系制家族から一代的な夫婦制家族への変化に
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よって，変化，消失してきた。
一般に核家族は，親族や近隣などの伝統的な紐
帯をもたず，危機に対する抵抗力に乏しいという
面をもつ。新宗教は都市部において婦人層を中心
に急激に浸透していったが，入会者の多 くは貧・
病・争といった家族内の問題の解決を願っていた。
これは，新宗教側か危機対応能力を付与する機能
を有していたことを意味する3）。
そして現在，新新宗教への信仰動機は「‾空しさ」
が重きを占めている4‰
（３）交通機関発達による子どもの生活空間の縮小
都市では，交通機関の発達によって大人 の生活
空間は拡大した。しかし，子どもの生活空間，表
凵こ見られるように縮小している。
表１　都市と農村の子どもの生活空間の比較5）
都市 農村
一人あたり平均 10.2 ha 91.6 ha
正方形にすると一辺 320 m 950 m
円にすると半径 180 m 540 m
最も広い範囲の子ども 84 ha 383 ha
最も狭い範囲の子ども 0.08 ha 1.6 ha
都市における子どもの生活空間を縮小させてい
るものとして次の２点が挙げられる。
・道路や鉄道などの交通幹線による地域分断
・小学校の校区境界
都市における大人の生活空間の拡大と，地域の
分断による子どもの生活空間の縮小による地域の
相対化は，都市における目的としての地域学習の
必要性が減少したことを意味する。
(4)メディアの発達による意識空間の拡大
マス・メディアとくにテレビの発達と普及は，
人々の意識空間を広げた。意識空間という概念か
らすると，今日の地域学習とは日本学習に他なら
ない。とすれば，ここでも，目的として今日行わ
れている地域学習の意義は失われつつある。
以上 工～４で考察したことをまとめると，図１
のようになる。
図１　都市化と社会科の関連図6)
戦後，都市化・産業化により地域や家庭は大き
く変化してきた。そして，それに伴い人々の意識
や精神状態も大きく変わってきた。しかし，学習
指導要領厂社会｣は， 目に見え る物的変化には対応
してきたが，目に見えない精神的変化への対応を
視野に入れて こなか った。 その方面 は全面的に
匚道徳｣に譲 った形である。しかし，市民的資質の
形成を目標とする社会科は，精神的な部分 に言及
せずに済ませてしまうわけにはいかない。従って，
カリキュラム構成に精神的変化についての社会諸
科学 の研究成果を取り入れることが重要である。
３。国際化と社会科
（１）より深い国際理解の必要性
現代の経済システムである「‾資本主義」，政治 シ
ステムである「‾民主主義」はいずれもキリスト教社
会において誕生した。従って，社会システムの国
際ルール理解のためには，キリスト教的世界観の
理解が欠かせない。
また，信者の数 において最大のイスラム教に対
する理解も国際平和には欠かせない。現代の紛争
は，キリスト教とイスラム教の対立，イスラム教
内部の対立に原因の一端があることも多い。文化
や行動・思考様式の基底としての，相互の宗教無
理解が紛争の大きな原因の一つである。
（２）客観的な自国認識の必要性
山本七平氏は，『日本人 とユダヤ人』『日本教に
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ついて』等の著作で，日本人はみんな無宗教であ
るといっているけれども，外国人から見るととて
も宗教的である，日本教とでも言う宗教が存在す
るのではないかと述べている。今一度，我々自身
が気づかない行動・思考様式を認識することは，
国際社会における相互理解のために必要である。
(1)(2)をまとめると，図２のようになる。
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図２　国際化と社会科の関連図
４。未来予測と社会科
前節までは現状と社会科の関連について述べて
きた。しかし，教育は未来への投資であることを
考えると，現状に対応するだけでは不十分である。
未来予測は100％当たるというわけではないが，
望ましい未来を予測し，現実を踏まえたうえで実
現に向けて行動するというのは，意義ある行為で
ある。そこで，本節では，カリキュラム段階から
未来予測を組み込むことを視野に入れ，考察を進
めていく。
ここでは，社会システムのうち，経済システム
に焦点を当てる。 20世紀末の日本においては，日
米貿易摩擦に続き，金融ビッグバン・デフレ不況
の同時進行というように経済問題が最重要課題で
あった。以下に，20世紀の日本における資本主義
を批判的に振り返った後，情報資本主義と共生資
本主義という異なった未来予測を取り上げ，社会
科が未来にどう対応していけばよいか考察する。
(1)20 世紀の日本における資本主義
20世紀における日本型資本主義の問題点として
次の２点が挙げられる。
・宗教抜きの規範なき資本主義(倫理規範があい
まいだったからこそ，日本経済は驚くべき発展
を成し遂げることができたのだが)
・集団を個に優先させる厂集団主義｣が，自己責任，
自由競争をはじめとする自由主義社会の論理と
倫理に人々を馴染みにくくしている7)
－
そして，日本が他国との経済摩擦を回避するため
にも，また日本が国際政治・経済のリーダーシッ
プを発揮するためにも，日本型資本主義にしかる
べき修正をほどこさなければならない8≒
(2) 情報資本主義社会
21世紀は情報資本主義社会になるであろうと予
測される。情報資本主義社会においては，国内総
生産に占める情報・ソフトウェア関連産業の生産
の比率が高まり，経済の 匚ソフト化｣ が進展する。
そして，次のような｢究極の合理化｣ による社会的
インパ クトが起こる。
・在宅勤務，複数の会社との雇用契約
・終身雇用，年功序列賃金の崩壊
・系列関係崩壊
・消費者の｢完全 防報｣による，企業間競争の激化
・世界的な規模での人材募集による，個人間競争
の激化。失業率増加。貧富の格差拡大9)。
・先進国と途上国のあいだでの国際的｢分業｣
以上のような｢情報資本主義社会｣における教育
には，どのようなものが要求されるであろうか。
ここでは，｢ 競争と自立｣｢ 多重人間｣｢ ボーダーレ
ス社会｣の三つを，情報資本主義社会に向けた教
育におけるキー概念ととらえ，考察していきたい。
①競争と自立
ボーダーレス社会の中では，護送船団方式を基
本にした日本的生存スタイルは通用しなくなる。
日本人は｢競争｣ による｢自立｣という自己革新に立
ち上がる必要がある。
②多重人間
情報社会においては，｢多 様な役割｣ と｢多重な
仕事｣を こなし，｢多重な価値｣に対応できる｢多重
人間｣であることが求められる。
③ボーダーレス社会
ボーダーレス社会では，人々や情報・ものはや
すやすと国境を越えてゆく。国家や組織に必然的
に拘束されない個人中心主義の時代が始まった。
しかし，国境がなくなるわけではなく，国家意識
はこれまで以上に重要性を増す。他国に身を置い
て，仕事の上で十分な評価を得るためには，外国
と外国人に対して，日本とは何か，日本人とは何
かを，説明できるように自ら修める必要がある10)。
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ア，｢‾競争による自立｣を成し遂げ，｢多重人間｣と
して生きるためには，次の諸能力が必要である。
社会の現状を正しく認識し(社会認識)，社会の
未来を予測した上で(未来予測)，社会に対して自
己の果たすことのできる役割を知る(社会的自己
認識)。 また，どのような能力をさらに身につけ
る必要かおるか知り，絶えず自己変革を図ろうと
する自己教育力を有す。ただし，社会の従属物で
はなく，価値判断を行う主体としての匚自己｣があ
ることが前提である(個の確立)。
イ，「‾ボーダーレス社会」で生 きていくため
には，次の諸能力が必要である。
自匡Iを客観的に認識し(自国認識)，外国人に説
明することができる。また，自分の主体性を認識
し(主体的自己認識)，自分が何物であるかを人に
アピールすることができる。
( ３) 共生資本主義社会
現代の延長線上に情報資本主義社会かおること
は認めざるを得ないが，そのような生き方が本当
に幸福な生き方と言えるのかは疑問である。情報
資本主義社会 は，現在以上 に効率や合理性が優先
される社会である。 20世紀産業社会においてさえ
人間不在が叫ばれたことや効率や利益優先の考え
が環境破壊をもたらしたことを考えると，情報資
本主義社会が21世紀の理想だとは言えない。利害
の衝突 が原則とされるアメリカ社会で は，一つの
決まったルールに物事を当てはめて結論を出すた
め，答えはイエスかノーか二者択一である。 これ
に対して共生を重んじる日本社会では話し合いに
よって物事が決められるため，どんなことに対し
ても柔軟性をもって対処することができるのであ
る。
従って，21 世紀には，競争を基本原理とするア
メリカ型資本主義に代わって共生を基本原理とす
る日本型資本主義が見直されると予測されるＯ
本来，世界は調和し，共生していくものである。
世の中のシステムも，今後は日本で育ってきたよ
うな共生的な資本主義，人間の精神が優先する資
本主義へと向かうはずである1≒ より高い段階で
の｢共生｣ のために，匚競争｣ルールとしてのグロ ー
バルスタンダードを受 け入れることが日本に課さ
れた課題である。
以上から，筆者は，21世紀の日本社会を，グロー
バル・ スタンダードを基本ルールとする｢‾情報資
本主義社会｣を経て，より高い共生社会を目指す
｢共生資本主義社会｣に至ると予測する。まとめる
と図 ３のようになる。
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図 ３　 未来予測と社会科の関連図12）
Ｈ　都市型社会科カリキュラム案
１．理論構造と教科目標
工の２匚都市化と社会科｣， 扞 国際化と社会科｣，
４厂未来予測と社会科｣ において述べたことを整理
すると図 ４のようになる。
子 息 ］
システムの創造
図４　都市型社会科の構造図
これを基に，教科目標を次のように設定する。
社 会 科 の 教 科 目 標
社会認識と自己認識の相互の認識形成を通して，
児童・生徒が市民的資質を培うことを助ける。そ
れは，児童・生徒が厂社会化｣ の過程を通して，
｢‾個｣を確立するのを助けることである。
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２。スコープとシークエンス
ここでは，自己認識を組み込んだカ リキュラム
例を考察し，都市型社会科カリキュラムのスコー
プとシークエンスを決定する。
（１）自己認識を組み込んだカリキュラム例１
吉川幸男氏は，自己認識の領域をスコープに，
社会認識の発達段階をシークエンスに設定した中
等社会科教科課程構想を作成している。
①基本理念
吉川氏 は，カリキュラムの方向性を次のように
述べている。
「‾本来同じものの別側面であった『社会を学ぶ』
ことと『自己を認識する』ことが最近，別のも
のになりつつあるのではないか。言い替えれば，
社会を科学的に学んでいても『自己認識』が形
成されないケースが増えつつあるのではないか
ということです。（略一平林）私たちが社会科の
カ リキュラムをつくる場合の基本的な方向は，
人間不在の学習内容を脱して，人間と社会との
根源的な関係をとらえることから始 めることに
よって『社会認識の原点 に立ち帰ろう』という
ものです９ 。」
これは，筆者の主張と一致している。従って吉
川氏の中等社会科教科課程構想をベースに，都市
型社会科カリキュラム案を考えていく。
②スコープ
吉川氏 は，高島善哉氏 が「‾人間を三重 の生産
者1勹 ととらえているのを参考にして，構想を立
てている。
厂人間が生産活動をするときに対面する外界の
自然には，本来的自然，社会的自然，人間的自
然の三つの自然があって，人間は第一 に本来的
自然に対して活動し，衣食住の物的生産を行い，
第二に社会的自然に対して活動し，社会的・文
化的生産を行い，第三 に人間的自然に対して活
動し，人間の生産を行う，そういう存在として
とらえてみようというのです15）。」
-
図５　 「私」の位置づげ6）
人間と
して の私
③シークエンス
吉川氏は，内田義彦氏の社会認識の発達理論を
参考にしている。
｢(内田氏の『社会認識の歩み』は　註一平林)
社会認識の系統発生，すなわち社会科学成立の
歴史的過程が個人の社会認識(略一平林)の発達
過程にもある程度あてはまるのではないか，と
いう仮説が基底になって説かれていますl≒｣
社会科学的認識
以前の段階
マキャヴェリ的
段階
(主体としての
自己)
ホッブズ的段階
(変革者として
の自己)
〆
スミスノレソー的
段階（歴史的存在
としての自己）
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自分 の運 命を 運 に まか せ ると か，
自分で 主 観的 にふ るま う
｢ 決断｣匚賭け｣という行為を通じて事
物を客観的に自分の問題として認識
する。運を知って運を先手を打って
操作してゆくような行為の仕方が社
会科学的認識の前提となる
既存の制度の上で匚賭け｣をするの
ではなく，制度そのものを作り直
してゆくことを考える。主体の自
覚がさらに深まり，人間諳個人だ
けが自明のものとされて，外界の
いっさいの社会制度，国家とか君
主そのものが根底から問い直され
る
人 類 史 に 対 す る 歴 史 的 反 省 を 行 い ，
｢ 歴 史 の 発 掘 作 業｣ を 通 し て 一 つ の
統 一 的 な 社 会 認 識 を も つ よ う に な
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18)
④中等社会科教育課程
範囲と領域ノ ブ 匚人間と
しての私」
｢市民と
しての私｣
｢ 個人と
しての私｣
社会科Ｉ
私をとり
まく世界
地 理
領 域
諸地域の
生産と消費
諸地域の
社会生活
諸坩或の人々
の考え方
歴 史
領 域
諸時代の
生童と消費
諸時代の
社会生活
諳時代の人々
の考え方
政 経
領 域
現代の
生産と消費
現代の
社会生活
現代の言論
と文化
社会科Ｈ
世界の中の私
｢ものを
つくる私｣
｢社会を
つくる私｣
匚私を
っ くる私」
社会科Ⅲ
私がとらえる
世界
ものと人間の
かかわりを中
心とした経済
史,生活史
人間間の関係
や社会制度を
中心とした法
制史,政治史
人間の心のあ
り方を中心と
した精神史，
文化史
19 ）
(２) 自己認識を組み込んだカリキュラム例２
｢ホウトン社会科｣は，ノースウェスタン大学の
アンダーソンを監修者として1970年代に開発され
たアメリカ新社会科プログラムの一つで，グロー
バル教育の視点から見て優れていると評価されて
いる20‰｢ ホウトン社会科｣も，自己認識の領域を
スコープに設定している。
①基本理念
(子どもたちを助けて子どもたちがだれである
かについての理解を発達させることである21)｣
②スコープとシークエンス
(学年)　　幼稚園　 １　２　３　４　５　６
(学際的な概念)
個人
集団のメンバ
人間
地球の住民
家 族　 コ ミ ュ ニチイ 一冫 合腦 一冫 地球
丶〆 丶〆
図６　ホウトン社会科のスコープとシークエンス22)
図 ６における上下方向の矢印は，視点が｢ マク
ロ｣から匚ミクロ｣へ，｢‾ミクロ｣から｢“マクロ｣ へと
往復運動をしていることを示している。
(３) 都市型社会科
以上の２例を基本に都市型社会科のスコープと
シークエンスの雛形を決定する。
①スコープ
吉川氏の中等社会科教科課程におけるスコープ
の３領域冂固人 としての私｣匚市民 としての私｣匚人
間としての私｣ は， ホウト ン社会科のスコープで
ある４つの学際的な概念のうち匚個人｣ 匚集団のメ
ー
ンバー｣匚人間｣とほとんど一致する。従って，都
市型社会科のスコープもこの３領域とする。ホウ
トン社会科のスコープの残りの一つである匚地球
の住民]は，匚地球市民としての私｣として，社会
科を中核にしたグローバルな視点の総合学習のス
コープとして提案する。
各スコープの具体的内容については，以下の通
りとする。
②シークエンス
｢個人としての私｣ ･宗教･哲学
「集団のメンバーとしての私」 ………政治･文化
｢人間としての私｣ ………経済
吉川氏 は，｢主体としての自己｣をつくる学習は
中学校から始 めている。そして，社会科学的認識
において匚小学校段階はマキャヴェリ以前の段階｣，
すなわち匚自己概念成立以前の段階｣であるとして
いる。小学校の ６年間を匚自分の運命を運にまか
せるとか，自分で主 観的にふるまう｣社会科学的
認識以前の段階として，何もしないままというの
は小学校における社会科の存在意義がないことを
意味する。それに対 し， ホウトン社会科は，幼稚
園からの自己認識学習を提案しているのである。
よって，本カリキュラム案は，吉川氏 の案を小学
校 ３年生からに訂正する。
また，吉川氏は匚変革者としての自己｣をつくる
段階を高校１年の｢‾現代社会｣を編成し直すもので
あるとしている。しかし，中学校までが義務教育
であることを考え ると，匚変革者としての自己｣を
つくる段階は是非，中学校 ３年生で扱いたい。そ
して，｢歴史的存在としての自己｣をつくる学習 は
高等学校における課題とする。
ここでは，匚主体としての自己｣をつくる段階，
すなわち小学校 ３年から中学校２年 までの，順序
性について述べる。
｢主体としての自己｣をつくる段階のシークエンス
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自己の空間的把握としての厂地理｣
小学校３年　 ・地域
４年　 ・国土(資源・産業)
自己の時間的把握としての｢歴史｣
５年　 ・日本史近世まで
６年　 ・世界史近世まで
中学校 工年　 ・近代史
現代の日本という空間的時間的把握としての｢‾現代｣
中学校２年
３。カリキュラム構成の論理
本節では，２で決定したスコープとシークェン
スを具体化するための考察を行う。
(１)社会認識と自己認識の相互の認識形成
①グローバルな視点
地域をとらえる
(地域→市町村→都道府県→国→地球ではなく
，
地球→国→都道府県→市町村→地域)
地域は
，以前はその境界が明確に存在した閉じ
た共同体であった
。すなわち，生産･消費が，基
本的に地域内で事足りていたのである
。このよう
な地域であればこそ
，社会科学習のスタートにふ
さわしい社会の基本単位であった
。しかし，今日
においては
，他地域との連続性，生産・消費の相
互依存性のために
，地域という概念自体が子ども
たちにとってつかみにくいものになっている
。今
日において
，閉じた共同体とは地球に他ならない。
地球が基本単位である
。従って，地球を把握して
から視点をミクロにしていった方が，より把握し
やすい。
安藤輝次氏は
，グローバル教育を小学校中学年
から実施する必要性について，次のように述べて
いる。
厂トウニ
にーよれば，自国中心主義的な感情は
すでに７－８歳頃に強くなって，10歳頃から外国
の人々をステレオタイプ化し始めるという
。オル
ポ
トーの偏見の３段階説からいえば，児童前期が
前
一般化，青年前期が全般的排除，青年後期が差
別意識の拡大と一般化された偏見の減少の時期に
相当する
。これらの調査結果は，認知的な自己中
心性を克服し始める小学校中学年が外国への偏見
を形成する重要な時期であることを示しており
，
年長児になれば国際的な意識と態度を変えること
が困難になることを示唆しているのである2≒」
従って
，小学校では，日本の他地域や世界の諳
地域との比較によって
，自己の居住する地域を相
対的に知ることを目指す。
環境問題や平和問題
，国際理解等の総合学習に
おいては
，グローバルな視野が必要とされる。総
合学習の基礎的知識を提供する立場としての社会科としての立場が要求される。
－
②マクロな視点とミクロな視点の関連
同心円的拡大原理には
，子どもの認識発達に対
応した
，具体から抽象へという法則が存在する。
しかし
，子どもの認識発達において，マクロで曖
昧な視点からミクロで精密な視点へという
，もう
一つの重要な法則が存在する。小さい子どもほど，
現実の出来事よりも非現実的な出来事に興味を示
す
。宇宙やアニミズムの世界，古代である。とす
るならば
，地域学習において，小学校中学年にお
いては見逃したり
，理解不可能なことでも，中学
生には可能なことも多いと思われる
。地域の歴史
事象などは
，まさにこれに相当す。
また
，義務教育が中学校で終了することを考え
ると
，社会的な役割(職業等)について考える時間
を保証する必要がある
。この時に，地域の大人の
存在は
，学習にとって有効である。たとえ具体物
生産産業が地域にない住宅地の場合でも
，多くの
職業人は存在するからである。
以上から
，中学校では，今までの社会科学習で
養ってきた歴史認識やミクロな視点,で再度地域を見つめ直し，体験・経験を今後の自己の生き方に
生かす。
③自己形成の視点
近現代史と政治については
，あるていど匚主体
としての自己｣が確立された中学校段階で扱うの
が妥当である
。中学校工年では近代史を，２年で
は現代の政治と産業を学習することで匚主体としての自己｣の完成を目指す。
そして
，中学校３年で，哲学と政治・経済でマ
クロな視点を獲得した後で
，ミクロな視点でもう
一度地域を見つめ直す。そうすることで社会の
厂変革者としての自己｣を認識し
，社会変革・未来
創造について自分の意識形成をはかる
。
(２)都市型社会へ対応(都市型社会の産業学習)
家庭から組織へと場を移動した生産についての
学習は
，都市化に対応できていない。子どもたち
にとって
一番つかみにくい，都市の父親の一般像
であるサラリ
マーンの具体像を明らかにしていく
ことが必要である
。この点について，岩田一彦氏
は次のように述べている。
匚都市への人口の集中は，このような第３次産業従事者数の割合が増加するにつれて，一層進ん
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でいる。このような状況の中で，学習指導要領は
この社会の動きに対応できているだろうか。全体
的に，農業・工業・商業 といった扱いが中心的位
蔗を占め，いわゆる都市のサラリーマン層の生活
が取り上げられる内容指示 は非常に少ない。(略一
平林)都市で生活している子どもに身近な地域に
ある無数の会社の事務所がどんな社会的意味を持っ
ているかを学習させることは，不可欠の重要事で
ある24)。｣
｢ 会社の持つ社会的意味｣すなわち組織の果た
す機能を知るためには，第 ３次産業の細分化が必
要である。これには，岡崎誠司氏が提案している，
第１次産業 と第２次産業を合 わせて匚物財生産部
門｣に，第３次産業を｢‾ネットワーク部門｣｢‾知識・
サービス生産部門｣の二つに分類した産業分類が
有効である。
ＧＤＰ構成比
1970 2000
物財生 産部門
農林水産業･鉱業
製造業
建設
51.7
7.4
35.8
8.4
36.7
2.2
26.7
7.9
知識･ サービス
生 産部門
マネ ジメ ント
医療･健康
教育
レ ジャー
家事代替
公務･その他
17.6
4.2
2.0
2.6
4.3
1.3
3.2
31.5
10.0
4.2
4.2
5.5
1.8
5.7
ネットワーク部門
電気･ガス･水道
運輸・通信
商業
金融保険･不動産
30.8
2.6
7.1
比2
6.9
31.7
3.3
5.5
12.7
10.2 100 100
組織の中の大たちの役割を知ることで，サラリー
マンの具体像が明らかになる。しかし，現在の産
業学習 においては，組織における人の役割を知る
学習がほとんど組 み込まれていないことが指摘で
きる。 教科書の工業の内容 においては， 組織間
(自動車工場と関連工場)の関係については取り上
げられているが，組織内の各部署の関連について
は取り扱われていない。また，情報産業の各部署
の関連について簡単に取り扱われているが，より
一般的な業種の企業 においても取り上げるほうが
有効であると思われる。
以上の問題点と現在の産業学習をつき合 わせて
考えてみると，産業学習のすべてを小学校段階で
行うよりも，匚物財生産部門｣ と匚ネットワーク部
門｣ のうち水道や運輸等の厂生産｣ が具体的にとら
えやすいものを小学校で，匚ネットワーク部門｣の
残りと｢‾知識・サービス部門｣のように，｢‾生産｣や
匚組織における人の役割｣が抽象的なものを中学校
で扱 う ことが望 ましい。 従 って，小学 校第 ３学年
で は， 地域学 習 に関連 して「‾ネ ット ワ ーク部 門」の
匚水道 」を， 第 ４学 年で は，「‾物 財生産 部門」とそ の
流通 であ る匚ネット ワー ク部門 」の「運 輸 ・通 信」を
学習す る。 また，物 財生産部門 の学 習に先だ って，
オー スト ラ リアの環境 に視点を 当て た中等 社会科
カ リキ ュラ ムの資源分類 を学習 す るこ とで， 環境
学習 に有 効な視点 を獲 得す るこ とがで きる。
（３） 宗教認 識 の位置づ け
地 域学習 や地 理学習 におい て，小学 校 ３年 生 か
ら日本 や世界 の様々な 宗教を学 習 するＯ
社 会認 識
形成 におい て，宗 教を 小学校 中学 年 か ら学習 す る
意義 は， グロ ーバ ルな 視点獲 得 の場 合 と同 様， 偏
見 を形成 す る重要 な時 期だ か らで あ る。 また，自
己認 識形 成 にお ける意義 は，宗 教を通 して 自己 の
も のの考え方 と行動 の関連 を学 ぶ ことで，自己 を
客 観的 に認 識す る ことが思春 期以 前に可 能な点 て
ある。 中学年 にお ける宗教認 識 は，現 代 日本 の無
宗 教状 態 に よる知 的･ 精 神的 空 白を 補 う役 割を 果
たし，思春期 におけ る「‾個 の確立」 を促進 させる。
そし て， 歴史 学習 で は，文 化 や社会 シ ステムの
基 底 とし て の宗 教 を 学 習 す る。 そ れ によ っ て，
匚メタ宗 教」の視点 ，すな わち客 観的 な宗 教認識 が
獲得さ れ る。
さ らに，中学 校 ３年 生 で哲学 や思想 に もふ れ，
「‾個 の確 立」を 助 ける。
（ ４）基 礎･ 基 本 の視点
技 能 獲 得 ，興 味･ 関心 重 視 の立 場 に立 て ば，体
験･ 経 験 と の関連 が あ る ので，身 近 な地 域 で の個
別的 な学習 が望 ま しい。 し かし，地 球 儀や世 界地
図 のような子 ど もの実体 験が不 可能 な ものについ
て はそ の限り で はない。 ま た，内容 獲得 の立場 に
立て ば，シークエ ン スはで きるだ け普遍 的 な内容
か ら学習 す るこ とが望 ましい。 従 って ，ミクロな
学習 素材 とマ クロな学習 素材 の適切 な配 置が必要
で ある。
（５） 総合 的な学 習
総 合的 な学習 につい て は， 参考を 示す にとど め
たが， 小 中連携 を考慮 し たロ ーカ ルカ リキュ ラム
の作成，及 び教科連携を考慮したスクールカ リキュ
ラ ムの作 成が必 要で ある。
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４。カリキュラム案
（「主体としての自己」をつくる段階）　　　　　　　　　　　　　　　 総合的な学習
個人としての私
(宗教･哲学)
市民としての私
(民族･国民)
人間としての私
(経済)
地球市民
としての私
小１
２
生活抖 私
私とあなた
私の家族
私の学校
私の道具
人々
空間の使用
３ 社会科ガイダンス 私は誰なのか 集団とは何か 人間とは何か 地球とは何か
地域
※覚える知識
日本と関連の
深い国名･都市名
☆技能
地球儀と地図帳
との対応
諸地域の人々の考え方
①神道， 仏教
②文化の基底として
の宗教
③キリスト教
④イスラム教
⑤儒教
諳地域の社会生活
①国とは何か
②都道府県とは何か
③市町村とは何か
④地域とは何か・自治会,子供会
・神社，寺
⑤地名にはどのような意味があ
るか
⑥都市と農漁村
⑦暑い地方と寒い地方
⑧高地と低地
《ネットワーク部門》
①上水道・下水道
②ゴミ
国際理解学習
４ 国土
(資源・産業)
※覚える知識
地方
都道府県
県庁所在地
☆技能
・地図帳の基本的
な使い方
・表やグラフの読
み取り
.一一一一一一 ‾゛　諳地域の生産と消費卜
①我々の生活にはどのようなものが必要か
Ｉ,資源
②再生できる資源(作物と家畜)
③保護すべき資源(森林,水産物,土壌,水,空気)
④再生できない資源(鉱物)ガス
⑤価値を加えた資源(工業)
Ｈ,産業
《物財生産部門》
⑥農林水産業･鉱業
⑦製造業
⑧建設
《ネットワーク部門》
⑨運輸
環境学習
５ 歴史（日本史
近世まで）
諸時代の人々の考え方
①神道，仏教，儒教
②キリスト教
諸時代の社会生活
①むらからくにへ
②大陸文化の伝来
③国風文化
④鎌倉文化
⑤室町文化
⑥戦乱の世
⑦町人文化
諳時代の生産と消費
①狩猟・採集から米作り
②大和朝廷と農民
③荘園と農民
④武士と農民
⑤江戸幕府と士農工商
人権学習
６ 歴史（世界史
近世まで）
睹時代の人々の考え方
①キリスト教(十字軍)
②儒教･仏教
③イスラム教(イスラム
世界の形成と発展)
④キリスト教(宗教改
革,資本主義・民主
主義)
睹時代 の社会生活　　　｀｀｀ヽ ヽ､､､、
①王による神権政治(エジプト･殷)
②直接民主政( ギリシャのポリス)
③共和政から帝政へ(ローマ)
④易姓革命(中国)
⑤絶対王制と立憲政治
(フランスとイギリス)
⑥市民革命(アメリカ･フランス)
諳時代の生産と消費
①古代文明と奴隷
②封建制度と農奴
③産業革命と労働者
④植民活動と奴隷貿易
人権学習
中１ 歴史（近代史） 近代の人々の考
①新宗教
②日本教
③新新宗教
ぇ方｣ 近代の社会生活
./ ①明治維新
②帝国主義と民族運動
(日清・日露戦争，韓国併合)
③自由民権運動
④第一次世界対戦とロシア革命
⑤大正デモクラシー
⑥全体主義の台頭(第二次世界対戦)
⑦日本国憲法
⑧冷戦構造
(朝鮮戦争,ベトナム戦争,アフガニスタン侵攻)
⑨冷戦の終結
近代の生産と消費
①資本主義と社会主義
②日本産業革命と
労働者・農民
③経済改革(農地改革，
労働三法)
④高度成長
⑤国際経済
平和学習
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２３
地域
社会創造
-､をつ
①源流の哲学
②近代の思想③現
④地域の風習
どんな自分でありたいか
そのためにはどんな努力が必要か
①基本的人権の尊重②国民主義
③平和主義
④司法（裁判所）⑤立法（国会）⑥行政（内閣）⑦地方自治
⑧福祉⑨世論と大衆運動
しての目己
」をつくる段唯
社会をつくる私
①現代の諸問題
薬害エイズ,オウム事件規制緩和,少子高齢社会税 ,医療保険制度憲法･自衛隊問題
②地方や地域の先人の努力
どんな社会を創りたいか?世界レベル
国レベル地方レベル
地域レベル分にできることは
おわりに
都市型社会科カリキュラムの特徴は
，大きく２
点ある
。一つは，都市型社会に対応した地域学習
や産業学習を行うことに配慮した点である
。二つ
は
，都市型社会の家庭や地域において必ずしも保
証されているとはいえない精神的な内容を歴史学
習等で積極的に取り組んでいくことで
，児童・生
徒が
，一市民としてより良価値判断ができるよ
うになることを助けるという点てある
。
自己認識・宗教認識を組み込んだ授業モデルの開発と実践が今後の課題である。
[註]
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か
現代の生産と消費《ネットワー ･ｸ部門》
①通信②電気
③金融･保険･不動産
《知識･ｻﾋｰﾞｽ生産部門》
④ﾏﾈｼｰﾞﾒﾝﾄ･ｻｰﾋﾞｽ
⑤医療･健康サービス
⑥教育サ
ビース
⑦レジャー関連サービス
⑧家事代替サービス⑨公務･その拙
ものをつくる私
①生産のしくみ(雇用と労働条件の改善
②消費生活と経済のしくみ
③地方や地域の産業,地域の人の仕事･役割
どんな職業に就きたいかそのためにはどんな能力が必要か
地球を維持する私①グローバルな諸問題
左の三つを考える時
，
地球人としての視野頡
在しているか　同時に。
そのベースとしての地Jにも目が向いているか
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